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と
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ぶ
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／
＼
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＋
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－
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。
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－
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。
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仏
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＋
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介
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。
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〉
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台
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ゃ
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｜
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。
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＼
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｜
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。
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ぶ
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。
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冒
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簡
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・
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＼
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／
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、

LAれ
ん
や
コ
、
買
え
ね
ん
芦
1

1

l

、

今
あ
ち
ゃ
ん
を
、
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湾
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。
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l
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／
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燈
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＼
一＼

斗
劃
一

寸
定
リ
干
潟
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台
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、
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ず
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だ
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！

争
為
、
下
、
主
瀬
町
ハ
似
l
よ

叶

ハ
常
務
貯
岡
井
戸
内
）
刊
一

一7m
常」、一花

。
斗
勺
ム
l

・
3
5
’
。
之

Z
l
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A
一
余
門

谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

一
Tm
習
志
貯
市
谷
店
一
一
一
ー
ヤ
却
同
別
荘
E
号

電
話

O
四
七
四
ー
日
｜
五

O
四
国

文
土
見
ム
我
田
三
、
専

Am津
千
潟
に
γ
」
フ
マ
て
止
り
の
？
、
三
つ
マ
ザ
」
使

引
が
で
あ
り
＼
命
r
介
J
Y
｝
乱
数
人
々
で
占
め
り
ま
す
。

ぎ
し
、
こ
A
p
h
d
k
ノ
、
川
）
度
均
約
柏
γ
知
加
却
吹
か
あ
ゴ
時

J

口

、
務
務
守
で
て
か
ま
U
ま
せ
ん
の
で
、
よ
7
L
く
ち

薦
い
リ
ー
に
ま
す
．
ぞ
の
豆
、
事
煮
主
ぎ
了
／
静
L
ユ唄
U

て
十
併
・
り
ま
す
台
。

小｜斗~

殺津
田タ巳

ー
ー
ー
で
う
ぜ
品
苛

セ
ん
、
ご
’
心
部
作

J

け
ま
し
た
。
品
、

ご
ホ
ウ
ハ
コ
近
、
治

津
干
潟
の
門
小
一
ア
〉

テ
づ
ア
芳
勢

t
殺

げ
て
冬
り
ま
す
。

メ

⑥ 

平
日
で
芝
、
各
自
千
渇
じ
行
き
ま
す
ノ
。
こ
の
え
、
ふ
七
の
一
そ
め
ノ努
ム
タ
と
し
た
り
決
、
乏
で
す
の
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時尽ω勾寸の本二欠期ヤ長に公開質問ヰメ二

本当
T
石
m
に
主
ナ
ぃ
布
芝
可
が
小

寸ナ

更

包

<I) ノ＼

李元
本チ

ぷ
の
忽

J

蛮
（
の
如
く
、

白
内
ツ
突
於
し
ま
し
た
・

て
滑
草
付
せ
の
ポ
ー
ル
ミ

ー
ーー
ー

一
一一ー
ー
一ー
一ー
一一ー

野
鳥
保
護
団

体
が
質
問
状

習
志
野
市
長
選
出
馬
予
定
者
に

沼
忠
野
市
谷
憾
に
野
鳥
の
、
楽
悶
と
し

て
残
っ
て
い
る
谷
川
印
干
潟
の
国
政
鳥
獣

保
組
区
惜
定
を
求
め
て
い
る
谷

m干
潟

相
当
地
問
研
究
会
（
森
田
三
郎
会
長
）
、
白

木
野
鳥
の
会
（
山
下
問
一
会
長
）
、
開

会
県
支
部
（
白
川
川
敏
夫
支
部
長
）

の
一一一

団
体
は
、
九
日
、
岡
市
の
市
長
逃
に
出

馬
を
表
明
し
て
い
る
立
川
眠
術
予
定
者
四

人
に
保
持
区
間
定
に
関
す
る
公
開
質
問

状
を
出
し
た
。

質
問
状
は
、
百
七
十

m淵
を
錨
え
る

野
鳥
が
飛
来
す
る
同
干
潟
は
市
街
地
の

中
に
残
る
自
然
と
し
て
路
湿
な
財
産
に

な
っ
て
い
る
と
し
て
、
候
補
予
定
者
に

保
泡
区
関
定
に
閉
す
否
感
見
を
文
窃
で

回
答
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

同
干
潟
に
閲
し
て
は
、
関
山
崎
庁
が
保

護
区
指
定
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る

が
、
地
元
習
志
野
市
と
の
負
担
分
を
め

ぐ
る
折
皇
口
い
が
ま
だ
つ
か
な
い
ま
ま

じ
な
っ
て
い
る
。

ー
立
町
長
新
向
今
治
山

二
本

水
μ似
の
サ
札
介
J
W
Wに
キ
＼

今
d
l
L
士ハ円。

場
所
は

寸
メ
ナ
カ
児
」
⑦

ぞ
は
の
草
キ
ト
ν

ゲ
で
す
。

買
を
U

定
で
す
。
会
敦
士
牛
に
す
コ
旬
へ

ぽ
、
十
枚
ぐ
い
つ
り
咲
リ
ウ
し
リ
コ

て、、

に

フ

：：：獣：：：
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!iii陶：；： ； 
：：；：｛譲

；：；提：： ： 
：：：越；：

安業
野
鳥
保
護
を
市
長
選
の
争
点
に
ー
ー
。
環
境
庁
に
よ
る
鳥
獣
保
謹
区
設
定
が
宙
に
浮
い
て
い
る
谷
海
干
潟
問

題
で
、
日
本
野
鳥
の
会
（
山
下
静
一
会
長
）
、
岡
県
支
部
（
高
橋
敏
夫
会
長
）
、
谷
部
平
出
同
一
波
謹
研
興
会
（
森

田
三
郎
会
長
）
の
自
然
保
護
三
団
体
は
九
日
、
す
で
に
名
乗
り
を
あ
げ
て
い
る
習
志
野
市
長
選
の
立
候
補
予
定

者
四
人
の
事
務
所
を
訪
問
、
谷
崎
沖
干
潟
へ
の
質
問
状
を
提
出
し
た
。

ζ
れ
ら
自
然
保
趨
団
体
は
、
特
定
候
補
の

応
授
な
ど
選
挙
へ
の
介
入
は
し
な
い
が
、
市
民
が
投
票
す
る
際
の
「
争
点
づ
く
り
」
を
し
た
い
、
と
し
て
い
る
。

出
馬
予
定
者
に
質
問
状

間
島
一
群
「
争
点

n

つ
く
り

ii た月め区民kIi i~ 書館襲
1也の ？ で 抗。干もな は
。 一日か 手話三潟高波 「

最笠苓長 選思量ど高番

重量警告白終結
設がれれ 回答見、池田

護霊長暮 E高菜襲五器
ま元六
ま 習年

；二喜恵

!ii長
iの対出

；男でて宙い
野にる

i~ 衣巧
王 tct也

；重量E
送量動目
とを指
同強す
時め野
にて鳥

号兄皇
苛7 。t;;.

謡ど
選で〆
で、

挙 とは
：’戦す

lit警l Lと お訴
なりえ
る、て
気 谷立

i配 湾侯

2 主量管
るが・ょ
。這重う

3空彰
氏

乞

____. 

役

四
月
初
み
に
A
t
w来
叉
L
た、

、
主
品
川

囚
用
囚
・
日
に
向
。
又
寺
内
及
ム
ム
。
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か
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:i 
l見ii}1干
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メ
ナ
ー
ヵ
す
く
り
に
行

J

寺
ま
し
た

yτ 今1
C 1 

う｛リ七
パゐ＇（ ) 

r Ji¥子の

Lマ；
の lし

M
Y
〉
い
い
川
／
ノ

l3) 

寸
こ
句
会

司つJ

・
代
ち
で
ん
、
ほ
ん
℃

↑4
Uノヴ
〉
し
う
’。
で
だ
い、－
Y

干
潟
の
ぞ
M
M
に
あ
吾
、
制
収
叫
芹
団
刻
。
小
雨
寸
土
＼
ス
キ

土
、
大
木
4
J足
与
す
ノ
ゃ
ん
γ
」
栗
原
茶
茶
子
す
ゃ
ん
。

私
の
古
T
に
ミ
人
、
落
』
張
の
同
店
め
ノ立
づ
L
央
ま
で
符
リ
キ
て
も
ま

ー
に
犬
。
工
事
の
一ぷ
す
っ
か

J

り
ノ、
一
変
フ
マ
り
た
。
寸
前
｝

、
M
Eぐ
い
〉
リ
す
く
コ
マ
ヤ
マ
マ
、

メ
グ
ワ
カ
の
決
に
教

l

・
h

－にま
ー
に
た
。
こ
ん
’夫
、
メ
ク
カ
す
く
U
は
秒
め
マ
。

、つ
に
4
C
件
」
誌
に
り
る

y
去
し
た
。

ぺ
り
ア
ハ
ト
帰
3
ん
た
あ
し。

メ
ダ
台
市
～
司、

J
に

ユいた
v
n

ゆ

L
h

ぺ
E
h
m

h

阻

a
p
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乃

泥

E

Y
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干
1
1
4
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L

b
圃

q
L
h
U
4
ーす
？
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町
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や
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日
圃

E
z
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ご
め
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守

n

・
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長
引
マ
コ
モ
や
ヨ

d
b
E
J
園

ヒ
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K
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2
0
V
Lトろ
H
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小
雨
の
中
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観
察

宍
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ヲ

服
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ゆ
ノ
）ふ

ち
ア
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、
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鮒
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し’♂
L
MJ
片
ノ
ヤ～

火
事
リ
ゲ
あ
こ
に
後

県
・
〈
ぽ

ぷ
津
干
潟
の
延
く
に
、

す
ぺ
づ
に
ず
茶
色
の
、

一
月
中

。
ぎ
て
寸

一一、及の平はじノの

皆
久
万
γ
｝
知
澗
設
の
上
、

『

Y
A
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平
芝
刈
し
倒
し
た
。

四
国
し

x
v
－
つ
活
か
あ
3

．す
別

セ
ん
Y

〕
ソ
フ
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オ
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皆
し
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し、ゴ
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ぇ
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の
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あ
そ
伽

央
リ
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ア

avの
こ
V」

、

火
事
グ
あ
っ
た
。

x，
，
、
の
後
二
ク
同
・
余
。

又

／
子
支
で
白
V

対
は
、
立
す
の
ぽ

τ炎
で
あ
す
。

T

国
及
、
〕
山
ソ
の
所
に
、
無
数
の
午
、

ふムロ間六一主人、
T
消
た
に
当
フ
た
。

ノ
コ
か
去
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L
t
A
マ
右
ヨ

パ
I
ド
ウ
ォ
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チ
ン
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報
一
し
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一
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U
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主
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f
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－
zk一
ゲ
ク
ー
ア
キ
ク
ガ
リ
リ
一
モ
一
が
宅

jY
4
ι

力

労

ク

ロ

ヤ

グ

J
Y
A
H

山
門
町
モ

T
が

モ

ト

ト

じ

が

所

仕

出

肝

心

『

引

一

料

一

モ

円

豹

モ

モ

コ

ガ

カ

ピ

力

小

ラ

出

ジ

ジ

ト

シ

ジ

ロ

ロ

h
ロ

ア

サ

ロ

ジ

ロ

ジ
一

科

一

ィ

イ

ナ

イ

ロ

ラ

イ

シ

、
‘
〆
一
川
台
た
お
三
日
m
M
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p
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古
川
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号
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い
か
河
川
万
円
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町
二
凡
な
拡
げ
己
主
犯
行
沙
問
U

M

知
町
二
ご
山
口
付
げ
汁
口
げ
一二
日
何
万
ぷ
げ
早
川
一
一
叶
竹
内
げ
竹
一
一
ナ
コ

干
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店
店
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i
f
f
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ユ
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l
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一一

二

一

ザ

了

二

ケ

f

二「

L
f

い
官
一
門
リ
一
ふ
り
一
バ
お
さ
一

一
ギ
ム
二
ギ
汗
か
か
ギ
一
月
ギ
丸
山
ギ
バ
ギ
苧
益
三
川
一
川
寸
一
利
一
害
出
…
…
写

d
d

古
ケ
ゴ
エ
ヰ
ョ
一
－
ア
ゴ
門
ユ
ト
！
シ
バ
ら
じ

f
L
Y
T
J
Z
I
Y
3
．一「
コ
イ
二
川
げ
に
二
ル
ム
ア
y
f
一止に一一げ一日比一川口」開「川一己引一三おり

2
・

一一明古川

M
H
Z
ご
と
リ
亙
ど
w
u

万
三
一
川
河
計
三
一
り
た

z
z
z
n
Zわ
一
二
二
に
の
ふ
ζ
二

γ
ロロキ一付方山一円古口一川一努五引一
U

一
…
…
一
山
中
日
オ
ケ

一一円一

2
2
1
村山

Z
U一
河
一
円
以
乙
川
口
江
万
三
口
元
判
村
山
川
内
Y

汁村
－わ
け
付
川
古
川
日
付
何
約
九
一一二
三竹川
h

付汁
U

一吾川一
υ
一川
2

一
一ム一号万一一川一だい一ごハ－－
u

三
月
二
十
七
日
、
小
雨
ま
じ
り
の
谷

母国
平
潟
で
、
日
本
野
鳥
の
会
・
谷
棒
干

潟
愛
護
研
究
会
主
建
に
よ
る
パ

1
ド
ク

ホ
ッ
チ
ン
グ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
た
。

近
く
を
通
り
な
が
ら
、
せ
わ
T

主
に

追
わ
れ
て
つ
い
見
過
と
し
て
し
字
フ
谷

海
干
潟
＠
ふ
と
曇
孟
め
喜
志
舗
を
の

ぞ
い
て
み
る
と
、
か
わ
い
い
く
ち
ば
し

で
エ
サ
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
鳥
た
主
が

思
え
る
・
ユ
H
Y
カ
モ
メ
の
群
が
ぱ
っ
と

飛
び
立
つ
姿
が
見
え
る
。
都
会
生
面
で

は
耳
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
烏
た
ち
の

3 

之

／む

／ 
／ 

ノ3

ス

／ 

三、

ュM
U4

’
 

さ
え
ず
り
が
閣
乙
－
え
る
。

「
あ
っ
、
聞
こ
え
ま
す
か
・
今
の
が
ダ

イ
ゼ
ン
で
す
。
か
わ
い
い
声
で
鳴
く
ん

で
す
よ
。
」
「
ほ
ら
、
ま
た
飛
ん
で
来

た
。
あ
れ
は
コ
ガ
モ
で
す
。
カ
モ
の
種

類
も
今
、
さ
ん
あ
る
の
で
、
ど
の
種
類

か
を
調
べ
る
の
も
楽
レ
占
？
な
も
の
で

す
・
」
野
鳥
の
会
の
会
員
が
指
導
員
と

し
て
烈
心
に
説
明
し
て
い
た
＠

「谷
昌
伸
平
潟
は
、
世
界
的
な
野
鳥
の
混

来
地
で
す
＠
周
辺
は
著
し
く
開
発
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
私
達
は
干
潟
を
『
都

市
の
中
の
海
』
『
市
街
地
の
野
鳥
の
王

国
』
と
し
て
ぜ
ひ
残
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
身
辺
か
に
あ
る
数
少
な
い
自

警
告
民
の
嘗
え
と
大
切
日
じ
て
い

会
与
～
い
も
の
で
す
．
五
月
十
五
日
（
日
）

に
も
パ
I
Rク
オ
ッ
チ
ン
グ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
計
画
し
て
い
ま
す
．
ぜ
ひ

参
加
し
ず
ミ
だ
さ
い
。

」
野
鳥
の
会
千

葉
県
支
部
の
志
村
宜
瓦
は
、
力
を
こ
め

て
話
し
て
い
た
。

／ 
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ぶ
津
ー
平
l

お
一
一
ヴ
タ
句
人
失

色
一
の
絵
、

Y
7
、、
フ
ソ
フ
一ぎ
の
乞
夙
z
b
t
L
て五ノマ

d

「のけヴし

と
に
汗
一
か
く
に
芝
、
休
日
に
川
一
必
ず
干
潟
代
行

す
Q

こ
の
と
こ
き
、
す
っ

か
り
陽
4
ぬ
が
、
官
民
く
ぷ
ソ
、
首
ナ

つ
士
、
市
民
の
為
に
設
哨
や
叡
潔
一
に
当
フ
ぺ
長
h
，J

は
ト
フ
戸
一－
俳句
を
が
一
志
に
＋
ゲ
＋
今
〉
よ
『
フ
に
々
り
ま
し

ま
す
。
差
異
γ」

L
え
は
、

ノ
ボ
リ
、
攻
、
の
ホ
ん

た
D

定
一
の
ム
久
は
＼
こ
A
，外

vyま
す
／
＼
乏
吋
U
L
く
る

リ
ま
す
］
令
冊
乞
み
づ

L

、
法
相
伸
、
ペ
フ
キ
埜
り
芝
し

7
L
h
ま
す
j

a

ム役一
J

γ」
－

A
見
え
マ
－／／＼
，A
い
ま
し
た

瓶
一
の
車
庁
、
ヘ
uy
ド
ラ
イ

fhtづ
け
＼
テ
ー
ブ
ル

γ
」ぺユイ
ナのし所
一ヘ
ヰ4
3〉）

W

こ
う
し
7
－／灯芝、のクイ

J

に
γ
＼ま
フ
可
、
得
フ
マ
リ
づ
し
く

A
ま
L
た
。
（
標
手
）

／ 



メ
ナ
カ
の
史
め
子
供
ナ
パ
ナ

h
J

す
ぐ
に
、
見
つ
ウ
っ
マ
し
ま
リ
ま
し
た
・

0

メ
ヤ
ノ

カ
之
放
し
た
、
次
の
臼
の
こ
と
で
し
た
。
ざ
っ
そ

く
子
供
た
す
か
メ
デ
カ
之
す
く
リ
い
い
、
切
っ

‘主．、り

広
l
L

に
や
フ
て
未
ま
に
た
。

加

刊

凶

洋一

4

比
民
同
剛
「
一

1
1
1
1
h川
も

府
A

一
余
門

日

谷

津

干

潟

愛

護

石

矢

会

4
ぃ

一

Tm
習
志
野市
谷川
げ一一一l七
七
鵬
荘
E
号

3

．

電
話
O
四
七
四
l
日
1

五
O
四
四

間

大

安

4
森
田
一
－
一
、
可

す
っ
す
リ
寸
志
め
り
た
、
今
日
こ
の
頃
a
u
A
X
ル
ν」

ぃ
r
口
ウ
あ
フ
元
日
「
ノ
、
だ
ち
ま
ぢ
こ
ん
呑
ふ
う
に
ぶ
っ

て
し
4

ま
う
の
で
L
」
う
令
。
メ
ナ
カ
ぎ
呑
に
芝
み
り
J

ま
せ
ん

q

爪
マ
る
vf
叱
フ
セ
来
ま
l
L

た
か
が
定

は
さ
う
、

く
だ
い
木
セ
ー
に
ま
り
ま
し
た
1
1
1
0
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必
津
T
7
p
m
k
B
タ
…
殺
均
／
の
「
コ
一
～
／

夕
、
こ
の
丞
飾
、
ヨ
三
や
そ
の
侭
の
輩
汐
、
〆
一

σす
ご
リ
勢
リ
で
件
併
マ
り
ま
す
～
り
ゃ
あ

f
、

ど
ー
の
卑
ソ
＼
ピ
ヰ
り
こ
と
。
一
日
ご
γ
〕
、
払
℃
鳥

ご
と
に
、
す
は
パ
ワ
〔
リ
カ
ホ
｝
川
伸
！
似
て
り
コ
の
で
す
。

や
が
て
こ
の
ヨ
～
「
／
、
（
一
一
メ

1
9
1に
ぷ
り
ま
す
。

~の車オ、追〈モこ、こうして暗電iの中~づ久て
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置
し
／
穴
（
根
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ふ
ウ
ん
い
」
・
・
－
未
必
脚
色
の
「
寸
供
戸
」
十
フ
ケ
、
迭
汽
？
っ
み
で
四
月
一
勤
L
π

り
だ
－
吸
わ
ノ
、
立
臼
の
本
洋
子
潟
今
必
前

＼王

佐

｜ふ

｜支千三

lt]J,；手
陣 ~f!
I: ~i 語
専 i~ ；

店
う
ぺ
＼
し

冷川河
・々
ま
は
ー
ー
に
や
。
ふ
外

J

人

Y
ρめ

ゆ

H
本
芳
首

F

－wのム
K
A
J
邦
事
務
る

斗
来
並
木
具
、
部
j

谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会

者
A
／
ゾ
l
L

ノ重
荷
J
q
l
fl
w
ケ
’
失
七
〆
）

千
お
の

4

汁
企
伊
／》
完
治
寸
ノ
マ

仮
釈
の
ち
を
念
、ん
ら
今
ん

A

ケ
や
、
谷
津
干
潟
保
持
毘
動
め
ノJ
A，
3
り
は
央
坂

究
動
の
、
ゑ
主
人
当
＼
広
う
ゆ
り

J

に
み
つ
づ
L

歩
り
ま

す
吋
枚
方
忍
存
得
力
芝
待
フ
に
至
リ
ま
し
た
。

こ
ん
代
『
ヲ

ぷ
津
千
潟
ク
リ
l
y作
較
を
L
7＼
A
ザノ日
。
大

声
応
外
す
、
不
梗
不
忍
め
、
稔
昔
↑
の
生
A
ケ
カ
の
如
き

殺
殺
の
カ
は
、
用
足
住
民
は
ガ
」
と
よ
リ
、
圏
、
果

、
布
、
企
業
庁
、
足
路
公
開
鉄
建
公
園
、

公
煮

、
し
て
、
7

す
侠
や
走
人
の
判
明
一力
芝
、
そ
の
涜
－
札
γ
υ－

L
7』
来
ま
し
，たJ
。

メ
／
十
ノ
カ

3ん
の
つ
で
ミ
ミ
＼
ヌ
ク

4
日
ハ
許
日
山
午
前
一
日
時
｛
ヰ
ア
九

金
本
令
フ
ノ
ロ
！
l

不
の
A
h
z
d
、
一
ア
！
ア

ル三ぺ』／
J

ケ
の
あ
て
一
角
l
h
一夜
…

盆
人
ム
v
l
寸
伝
子

γ41
小山つ
L
A
の

坊
庁
に
分
散
l

可
作
マ

ー～）日

夕
、
友
は
、
メ
か
ノ
カ
φ
犯
で
リ
ヲ
ノ
＼
本
芳
一
校

左
に
て
さ

5
り
ま
し
た
。
む
相
（
森
田
」
ず
メ
ケ
カ

切
出
火
に
い
リ

A
廿
、
ユ
ミ
＼
＼
＼
引
ハ
ク
は
そ
こ
に
俳
人
で
来

マ

は

芯
ka
ぷ
り
の
で
l

＼
た
。
本
A
U

伊引
く
所、

ノ
コ

ノ
コ
γ
」
づ
り
て
立
ん
て
に
ま
、
つ
の
で
す
。
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約

一
千
四
百
戸
建
設

熊
谷
組
な
ど

3
社
計
画

4ち／日

ム
／
）
／
｜
l

／

／

l
 

つ
ま
リ
ノ
、

日
本
部
地
セ
ン
タ
ー
（
本
社
千
策
市
）
一
と
な
り
そ
う
。

の
三
社
。

三
社
が
ま
と
め
た
共
同
開
発

一
一
方
、
遊
間
地
は
二
・
＝
訟
の
ば
ら

一

計
一幽
で
は
、
迎
闘
地
問
地
と
し
て
六
・
一
闘
な
ど
の
日
間
放
部
分
で
あ
る
「
口
！
ズ

ム
ハ
か
も
と
っ
た
う
え
、
公
共
附
仙
波
別
地
一
ガ
ー
デ
ン
」
の
ほ
か、

φ
イ

1
ル
部
分

を
二
・六
万
惚
侭
レ
た
と
と
に
よ
っ
て
、
一
の
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
」
⑦
N
H

住
宅
川
地
が
十
・
六
万
と
、
・
開
発
面
倒
一

K
の
外
郭
間
体
の
協
力
を
得
て
迎
時
間
す

全
体
の
五
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
る
小
劇
助
や
土
必
物
店
な
ど
の
「
フ
ア

ζ
の
精
巣
、
開
発
取
衆
の
開
閉
続
性
を
均
一
ン
タ
ジ

l
ガ
ー
デ
ン
」
ー
ー
な
ど
で

m

え
て
、
住
田
叩
は
ムハ
｜
＋
五
附
の
高
周
に
一
成
す
る
。
遊
附
地
の
勝
也
は
、
日
本
部

し

た

。

一

地

セ

ン

タ

ー

な

ど

の

出

資

で

す

で

に

政

三
社
は
と
の
計
耐
に
活
づ
い
て
人
口

一立
し
て
い
る
谷
川
山
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

計
画
、
よ
下
水
道
、
排
水
、
現
筑
間
則
一
（
本
社
千
然
市
）
が
当
た
る
。

な
ど
に
つ
い
て
県
、
関
志
野
市
と
の
協
一
谷
間
必
闘
を
終
常
し
て
い
た
一一
成
治

議
を
抽
出
め
る
が
、
遊
岡
地
用
地
の
一
剖
一
鉄
は
、
・借
入
台
必
慣
例
に
充
て
る
た
め
谷

を
ハ
曲
と
み
な
し
、
県
の
宅
地
開
発
指
一
向
舗
を
閃
附
し
て
、
そ
の
跡
地
を
住

将
製
鋼
で
決
め
ら
れ
て
い
る
公
閣
紋
他
一
宅
－

m市
山
田
仰
公
閲

（
当
時
は
日
本
住

属
郡
（
開
発
凶
偵
の
五
%
）
を
澗
た
す

一
宅
八
九
凶
）
に
苑
却
す
る
万
針
を
明
ら
か

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
県
に
は
辺
国
一
げ
比
し
た
が
、
遊
閑
地
の
仔
絢
を
求
め
る

地
を
公
閣
と
み
な
せ
な
い
と
す
る
見
方
一
地
元
畑
山
忽
野
市
の
強
い
反
対
を
受
り

も
あ
り
、
今
後
の
協
出
酬
が
注
目
さ
れ
る
。
一
て
、
五
十
七
年
商
品
に
公
凶
へ
の
拘
却
を

ま
た
、
跡
地
の
北
側
を
通
る
京
襲
週
路
一
持
き
ら
め
た
。
開
谷
組
な
ど
三
社
は
作

の
自
動
車
騒
音
を
防
ぐ
た
め
、
述
、
山
田

一
作
末
、
公
凶
に
代
わ
っ
て
、
辺
倒
地
存

的
を
液
ね
た
制
服
住
宅
を

一
山
開
店
紋
す
一
例
と
い
う
市
の
玖
同
に
沿
い
な
が
ら
べ

る
者
え
だ
が
、
迎
行
棟
で
の
騒
点
目
が
県
一
一
規
り
在
住
宅
問
免
し
よ
う
と
跡
地
只
収

の
純
情
中
を
制
た
す
か
ど
う
か
、
も
終
点
一
に
名
乗
り
を
あ
げ
た
。

昨
年
十
二
月
に
閉
附
し
た
京
成
川
市
鉄
谷
間
近
闘
の
跡
地
（
干
策
県
習
志
野
市
）
の
買
収
を
で一
一
足
し
て
い
る
胤
谷
組
、

長
谷
川
工
務
店
な
ど
三
社
は
跡
地
の
閥
均
計
画
を
ま
と
め
、
と
の
ほ
μ
手
提
県
、
則
自
芯
野
市
と
の
問
で
開
先
許
可
を
mm

る
た
め
の
手
山
開
き
に
入
っ
た
。
計
画
に
よ
る
と
、
開
発
…
印
刷
二
十
一
・
四
訟
の
う
ち
、
住
宅
問
地
は
十
・
六
診
と
し
、

六
ll
十
五
階
店
て
の
高
綱
マ
ン
シ
ョ
ン
を
十
一
側
、
合
計
二
千
三
百
九
十
円
U
戸
注
殺
す
る
。
ま
た
、
地
元
の
現
却
に
と

た
え
、
ば
ら
闘
を
合
め
て
六
二
ハ
か
を
遊
閑
地
問
地
と
し
て
碗
保
レ
て
い
る
。
市
T
J
抗
す
れ
ば
首
都
隠
岐
大
級
の
H

マ
ン

シ
ョ
ン
村
H

ど
な
る
。

谷
川
伸
辺
側
跡
地
の
開
発
を
計
回
し
て

い
る
の
は
版
谷
組
、
長
谷
川
工
務
店
、
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m臼
に
オ
ー
プ
ン
す
る
宿
島
市
の
「
野
鳥
の
森
」
の
ネ
イ
チ
ャ
l

セ
ン
タ
ー

H
福
島
市
山
口
五
本
訟
で

与／ヨつけたわえlノー
ハw
j

バ例
t。フ十ト、！勺γ 

民
間
運
営
方
式
を
活
用

位
制
批
露
福
島
で
も

時
泣
鳥
週
間
の
始
ま
る
十
日
、
野
鳥

の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
（
狸
減
）
と
し

て
け
空
間
初
の
ケ
主
と
し
て
自
治

体
が
土
地
と
資
金
を
出
し
た
「
福
島

野
鳥
の
森
」
が
一
部
オ
ー
プ
ン
す

る
。
と
の
ほ
か
に
も
北
海
道
・
根
室

市
、
山
梨
・
高
根
町
、
盟
問
川
ム
宅

島
、
大
井
野
鳥
八
ム
闘
、
大
阪
・
南
階

刷
出
め
立
て
地
、
石
川
・
加
賀
市
の
六

カ
所
で
沼
崎
調
査
、
央
施
設
計
段
階

に
入
っ
て
お
り
、
今
後
制
々
と
自
治

体
設
也
、
民
間
越
営
に
よ
る
サ
ン
ク

チ
ュ
ア
リ
計
画
が
風
聞
さ
れ
る
と
と

に
な
り
そ
う
だ
。

二
J
の
組
一
回
目
路
だ
け
の
オ
ー
プ
ン
だ

が
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ア
オ
ゲ
ラ
、

キ
ビ
タ
キ
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
な
ど

年
間
を
通
し
て
数
十
闘
の
野
鳥
の
姿

を
楽
し
め
る
。

北
海
道
根
室
市
の
ケ
1
ス
も
自
治

体
設
也
、
民
問
川
叫
滋
方
式
で
、
風
迎

削
周
辺
そ
聖
域
他
す
る
た
め
、
今
年

度
か
ら
基
礎
調
査
を
始
め
た
。
石
川

県
加
賀
市
で
も
市
内
片
野
の
鵬
油
同

辺
約
二
十
お
を
野
鳥
公
聞
と
す
る
計

画
が
あ
り
、
今
年
中
に
も
史
胞
設
計

に
と
り
か
か
る
と
ζ
ろ
ま
で
き
て
い

る。

_.. 

部
開
設

制
均
市
が
岡
市
山
口
五
本
松
に
建

設
中
の
「
補
助
岬
駄
の
添
」
は
、
五

十
六
年
五
月
に
で
き
た
北
海
山
芋
ウ

ト
ナ
イ
湖
に
次
ぐ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

第
二
号
。
広
さ
は
均
瓦
十
二
訟
で
、

会
部
が
完
成
す
石
の
は
六
十
年
だ

が
、
十
日
に
は
そ
の
一
部
の
「
ネ
イ

チ
ャ
1
セ
ン
タ
ー」

が
オ
ー
プ
ン
す

る
。
用
地
と
雄
投
資
約
二
億
円
は
福

島
市
が
負
担
、
完
成
後
の
管
理
迎
蛍

に
は
日
本
野
品
の
会
と
、
そ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
当
た
る
と
い
う
初
の
試

み
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て

の
同
セ
ン
タ
ー
と
観
盟
小
屋
、
二

－

と
の
ほ
か
、
地
玉
県
で
は
、
県
内

の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
適
地
十
一
カ
所

そ
検
討
中
で
、
昨
年
度
か
ら
剥
奇
跡

を
予
算
伯
、

ζ
の
ほ
ど
間
和
市
大
崎

地
区
、
北
本
市
高
尾
地
区
な
ど
四
カ

所
を
有
望
適
地
と
し
た
が
、
用
地
取

御
な
ど
山
間
政
面
で
の
雌
聞
が
成
っ
て

い
る
。
同
じ
よ
う
に
用
地
問
凶
が
あ

る
の
は
翠

m
・
大
井
野
尚
公
凶
の
拡

張
計
問
、
大
阪
・
南
階
組
め
立
て
一

の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
他
。

ま
た
、
各
塑
域
の
管
現
辿
世
そ
指

導
す
る
日
本
野
鳥
の
会
で
は

「而
M

慨

は
問
問
で
は
な
い
。
脳
で
も
ベ
ラ
ン

ダ
で
も
野
鳥
の
楽
闘
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
、
市
街
地
で
の
迎
城
、

全
国
で
一
万
カ
所
在
日
同
慨
に
し
た
ミ

一
一
・
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
計
酬
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
「
野
鳥
の
住
み
笥
く

庭
づ
く
り
i
i」
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
し
て
配
ぬ
し
て

お
り
、
月
平
均
十
件
凶
後
の
問
い
合

わ
せ
、
説
明
を
求
め
る
手
紙
が
米
て

い
る
ロ昨

年
秋
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り

の
針
聞
だ
が
、
十
五
日
に
は
同
会
の

仙
台
支
部
長
旧
中
旬
一
さ
ん
の
自
宅

に
モ
デ
ル
と
な
る
ミ
ニ
・
サ
ン
ク
チ

ユ
ア
り
が
完
成
す
る
ほ
か
、
会
国
各

地
か
ら
自
宅
の
隠
や
ベ
ラ
ン
ダ
を
型

域
他
し
た
と
す
る
「
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
宣
言
」
が
届
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
十
一
月
の
パ
1
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
週
間
を
回
途
に
全
国
の
ミ
ニ
袈
城

を
集
大
成
し
た
資
録
簿
を
作
凶
す
る

と
と
に
し
て
い
る
。

日
本
野
鳥
の
会
は
干
I
R
6
東

京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
ノ
一
ノ
四
、
背

山
フ
ラ
ワ
ー
ピ
ル
内
。
川
町
・
日
阿
保
識
の

基
金
は
現
金
山
由
留
か
、
加
坤
使
娠
後
東

京
4
1
9
8
q
H
9で。

白
州
ん
の
手
仮
定
Z
差
木
一
f＼

干
潟
の
そ
ば
に
あ
否
、

殺
津
田
均
の
守
内
々
、
、

ん
親
子
。

ほ
ん
と
－
フ
は
、
管
ん
本
で
メ
ダ
カ
芝

す
く
り
に
行
つ

た
の
で
す
ー

そ
の
鴎
森
田
、

与
の
白
紙
昨
秋

T
、
フ
ト
え
ぎ
ピ
之
見
や
マ
d
V』

、

世k

、λ

)( 
の

す
辛エ

ヴイフlj七うに。

乙の司pIJ'.、
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山
ハ
！
い
れ
ウ
’
イ
1
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M

ハル

の率一一犠

えずりゆく、谷津干潟／tごうンラづア汚棋の斡

日
本
野
鳥
の
会
・
十
葉
県
＋
久
郡
小
，皆
セ
人
で

す
。
白
人
え
り
3
x
．
や
ゆ
り
、
ヤ
す
ず
ο

玄
ル

か
細J
リ。

U
ーのゆノ

3
会
す
入
っ
て
ま
す
。
ア
ク

ヴ
蛍
〈
川
崎
反
乱
止
に
し
て
、
協
引
ふ
れ
士
の
か
ち
あ

州
J

小
津
干
潟
愛
議
府
四
人
会

γ｝
は
、
だ
り
川
小
島
地
主
」

か
庄
り
ま
す
ぷ
ぁ
。

ム
ゲ
ペ
谷
支
干
潟
保
存
度
動
乞
支
ス
マ
し
り
す
－
の
は
、

喰
一
え
に
、
ポ
－
プ
、
J

テ
ィ
ノ
ア
一
寸
片
品
院
に
よ
）
／る
さ
句
で
す
。

現
在
、
色
然
保
護
昆
彰
は
、
全
国
的
に
み
マ
主
、

放
判
Avι

一
ロ
ぷ
入
、
単
ゑ
マ
ヴ
、
王
一
敬
h

V

7

U

／ピ
l
ル
σ時
夫

は
終
リ
づ
っ
広
リ
ま
す
。
中
日
れ
の
殺
強
、
リ
支
持
と
符

いヘ
ノホ
チ
ふ
り
し
、
か
ハ
リ
り
す
ノ納
符
～

J

ふ
る
く
る
っ
て
末

て
け
ま
す
。
点
達
、
身
パ
Z
M
A
フ

7
k
得
っ
た

ω手
で
す
。

「ああーあ、っか汁しすゃったあ、よ布、ーlノしょバ」

え未のべユナのまわクl三党討し水3、つ口一

ノマ－τA史写。 んて.＇＇ (J＇く、べシチ lニJJリJ=1j。｜
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上
の
宇
古
久
ば
．

L

即
日
本
野
一

日
め
の
〈
安
・
斗
事
案
支
那
よ
い
よ

3
、

A
A
斗
津
田
カ
子
供
全
の
，
為

の
級
交
右
で
す
。

去
A
さ
ん
と
7

十
供
建
、
歩

よ
ぞ

ω人
で
す
。

こ
の
季
第
、
こ
め
草
知
に

は
、
℃
川
ヘ
リ
、
セ
ッ
カ
、
オ

オ
ヲ
シ
呉
川
y
、
カ
ル
介
モ
、

州ハ、
J

ぷ
℃
介

Jmげ
乏
ま
み
始
ゐ

て
b
yま
す
。

日
ぶ
野
鳥
の
そ
γ
」
谷
津
干

潟
芳
特
設
研
喫
ム
矢
ず
、
十
支
由
民

〉
し
の
｛
長
年
の
交
渉
の
禾
、
ヤ

フ
ゾ
」
勝
夫
ノ
モ
フ
た
草
相
八
で
す

．
ー
伊
達
ヰ
業
Y
」
一
体
次
し

た
、
色
然
環
境
の
為
ーの
土
光

利
用
計
一
血
か
認
め
S
J爪
た
の

で
す

J

。
ぷ
叉
疋
し
て
リ
「
，J
時
に
さ
、

空
に
は
、
ヒ
パ
リ
＼
匂
ッ
力

、
オ
’f
ョ
ェ
／
宍
リ
の
戸
が
や

今
ま
し
り
荏
に
聞
え
て
り
ま

－
el

－
－
、
た
。
紙
芝
居
之
が
λ

てか

ハフ
、
良
夫
拐
の
笠
法
鎮
で
野

合↑ゅの
一観
潔
乏
し
ま
し
た
。

努
本
津
子
w為
An
芳
ム
欠
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3李のネ長、みたりるモの、ニゥコアプサ三／f~ ち玖撃しるくなった、

一
〉
広
い
＼
力
一
ア
ス
の
毛
ザ
ウ
β
り
日
は
あ
っ
マ

在
、
亥
の
ふ
久
の
、
ー
幸
福
の
士
央
を
U

〈－
／
力
ナ

の
渡
し
ず
A
U
3小
、
ス
、
与
ハ
必
リ
臼
は
ぷ
リ
の
で
す

O

B
耀
、
休
日
に
、
剖
王
毒
鏡
、
図
才
J

乞
資
企
I
L申

一一一ー「

A 
入ト々津干潟みのあ

旬
、

ψ

安
Y
L
1
小
伎
の

玖
寝
汗
／
か
み
つ
斤

J

！
ハ
ノ

ま
だ
コ
ロ
ニ
ー
（
内
集
団
繁
被
央
）
庁
綾
在

？、

A4ス
広
州
八
殺
に
展
’
閉
山
－
L

マ
υた
瓜
明
。
￥
l

こ

に
入

43
V
L
、
倍
、
え
く
に
そ
一
左
足
せ
た
た
け
で

芝
、
ぞ
A
ー
こ
そ
っ
、
／
サ
〉
」
が
ー
に
か
け
マ
来
マ
、

炊
の
よ
〉
に
砧
以
上
さ
せ
ん
回
l
k

、
急
一
降
下

tJ＼

Y々」

l

＼づ
L

汁
小
、
広
ノ
の
フ
、
／
グ
ハ
フ
ぷ
す
り
ゅ
ハ
ク
グ

、J
U
Z寒
L
マ
リ
フ
犬
。
イ
ワ
L
Y
、
ハ
マ
、
コ

ル
夕
、
カ
レ
イ
、
エ
似
し
〉
U
U
フ
た
生
き
六
一
小
魚

て
b
R
A
ベ
マ
リ

7
の
で
、
そ
の
受
り
と
之
、
万
り

ご
γ」

l

l

l

。

市
小
企
山
川
ゃ
局
、
腕
ま
で
が
仁
、
ピ
チ
ヤ
川
ソ
、
ピ

ー
あ
リ
L
臼
の
ぷ
茅
干
潟
用
足
X
示
品
引
を
の
子
供

た
す
」
の
イ
－
フ
ス
ト
〔

h
r
h
〉
、
干
潟
の
汲
り
畠
一
川

、
環
境
ノ宝
央
、
公
設
、
党
内
川
ハ
ニ
フ
レ

νト
、
干
潟

の
生
衿
標
本
、
A
Z
精
米
｝
フ
、
ピ
ア
ノ
フ
ア
一
一
列
車
砂
土
w
伸弁。

パ寸ャり、
γ
）、
く
フ
づ
く
の
で
し
た
。
頭
の
上
に
合
従
庁
下

し
た
時
、
ー
と
ふ

γ
、いし
2
U
／
し
℃
、
宮
ハ
マ
周
左
切

τ

土日ず酌、ス声件。

ふ
だ
ん
は
、
澄
ん
や
ハ
す
ん
す
句
川
J
f
ア
で
鳴
く
の
に
、

γ
し
っ
マ
ゼ
六
ん
く
で
ん
の
突
か
、

4
爪
似
峠
パ
N
在
六
フ
ウ
k

－来

マ
ム
鳴
く
の
で
、
「
グ
ャ
l
J／
＼
i
、
や
ヤ
l
k
y問

え
た
。L

か
L
、
W
L
A
小か
、
Y
〕
く
に
と
こ

2
1
3、
斗
手
羽
純
一

前
す
ハ
ワ
、
五
ま
y
双
撃
l
五
く
ぷ
フ
マ
↑
で
た
。
コ
ア
ジ

サ－
P

の
灘
、
す
ぶ
の
で
J

、
学
業
教
か
冷
ノ
ぷ
く
ふ
す
に
つ

ホ
マ
、
攻
撃
仁
左
く
ぷ
フ
マ
t
tふ
た
の
で
あ
す
。
昨
牟
也

、
成
、
エ
マ
リ

3
Rリ
で
は
、
へ
4
1
3
国ぐハ「
J
U
で
あ
っ

た
。
ず
っ
て
は
、
内
心
、
彼
y
に
」
気
ま
り
官
丸
く
ぷ
つ
づ

L

L
き
「
荘
マ
あ

J

フ
中
内
へ
の
に
l

l

l

。
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刊し
w

カ
イ
ず
ル
の
物
は
ム
グ
イ
ず
ル
に
、

！
神
め
物
は
材
に

l
プ
ず
レ
ト
句
4
3

教
師
j
y
l

が
達
、
千
潟
の
負
え
ゴ
宝

zmZ＃
ハ
に
負
U
、
事

の寸ハ
J
小

Z
市
内
わ
ず
、
何
く
社
γ
」
広
〈
臼
々
為
L
件

盛一

日
分
。
か
づ

3
3祈

パ
に

圏
一
合
カ
ニ
と
米
草
の
天
国
。

？J
E
 

谷
ヰ
一
寸
潟
ク
リ
l

シ
作
戦
早
川

う

ymw回

官
官
ノ
お
谷
浮
↓
寸
潟
受
諾
T
h
？
ゑ
捌
一
、
正
汁

氾

忠

一

γm
習
志
野
市
谷
川
町
一
一

IZ約
一
宮
山
可
，

A
一，

H
U

戸

一

一

幻

電

話

O
四
七
回
l
u
l
五
O
四

四

賢

一

刊

M
川

ホ
門
え
ま
森
田
一
二
、
時
会
一
分
門

3
こ
y
t
b
L
、
機
会
ア
得

τ
E件
？

τ芝
、
た

わ
本
こ
v届
く
喝
返
す
3
0
ふ
す
に
他
省
あ
す
き

σ広
づ
ぽ
、
単
行
L
．
努
占
っ
す
ゴ
価
値
お
ゴ
の
が
ん
。

戸
す
が

こ
の
た
仰
の
、
方
針
芝
川
ヲ
ぬ
を
の
。

わ
γ
」
行
為
は
供
・
う
の
ぎ
の
。
ね
ぷ
ゴ
す
月
、
マ
の

ぎ
の
、
こ
ピ
ご
γ
し
く
は
代
い
フ
の

J

宇
中
に
方
ゲ
ヴ
之
主
の
。

ー
奇
心
々
、
ん
、
森
田
マ

ん
ウ

k
Vフ
ん
寸
し
ょ
フ
。

ん
で
、
こ
こ
ん
V
」
乙
あ
た

ーっ

くに
来蓮
ん J

σ〕大
。持

た：、ち
か is.
ケウフ

ニよ

こ
h

り
ヒ
マ
ワ
リ
γ
）
木
ウ

セ」
J

カ
の
溝
橋
、
λ
「
し
い
り

で
す
ウ
つ
も
し
。

J
A
ム
由
美

中
h
J

中
ん
（
左
）

γ
］
、
氷
河
勺

』

」

。

と
の
回
の
y
儲一けかは、

ゴ
ミ
、
後

ωγ
〕
一
輪
達
之
ム
ロ
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｜毎日1人で谷津干潟清掃＼

左
は

森
田
♂
モ
デ
ル
に
本

「
ー
ふ
ウ
ん
V
L
m
号、

谷
産
干
潟
ク
リ
ー
ン

作
戦
川
田
由

ν勺
し
し
て

伝
記
γ
ぃ
剣
作
γ

－V
つ

フ
の
本
オ
ム
A

季九

の
は

と
っ

7
」
芝
、
つ

れ
（
り
こ
γν

です。

谷

本

干

潟

か

、

本

め
一
ア
ー
一
く

舞
台
X

ぷ
マ
耐
の
は
こ
山
爪
ず
物

め
て
で
す
。

糸
遣
の

、

な

掛

か

、

明
胃
丸
野
市

γ
」
ソ
フ
州
パ
機
花
余
に

ゆ
／
は
貢
献
し
た
か
＋
4
9

L~ rJ’ 

1qz今.7.10 朝日新聞可三ー

森

吉
会
7

てん

右
ケ
森
守
、
ん
。

左
は
誌
を
す
マ
ザ
、

愛
謀
略
冴
究
ム
λ
の
由
｜
村
マ
ん
，

組
む
森
田
さ
ん
そ
、
眠
ら
れ
た
枚
数
ー

と
少
年
向
け
と
い
う
制
約
の
中
で
、

見
事
に
ま
と
め
た
。
自
ら
触
れ
た
情

熱
を
、
さ
め
な
い
う
ち
に
一
気
に
曾

き
上
げ
た
と
い
う
岡
本
さ
ん
の
官
聞

は
、
同
社
の
「
周
波
と
感
動
の
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
第
一
一
仰
に

な
る
。ニ

つ
の
作
品
は
、
森
田
宍
γ
ん
の
執

念
が
干
潟
保
存
隠
と
ぎ
つ
け
た
と
こ

ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
が
、
現
実
の

森
田
さ
ん
は
、
相
変
わ
ら
ず
干
潟
通

い
で
明
け
暮
れ
る
毎
日
だ
。
時
間
の

制
約
を
よ
り
少
な
く
す
る
た
め
、
仕

事
は
新
聞
配
達
か
ら
タ
ク
シ
ー
の
運

転
手
に
変
え
た
が
、
慶
一息
は
十
年
来

乗
っ
て
い
る
洛
世
田
き
だ
ら
け
の
穏
自

動
車
。
主
婦
た
ち
の
応
援
で
「
平
潟

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
そ
続
ぽ
、
自
分
で

発
行
す
る
新
聞
「
ふ
か
ん
ど
」
も
近

く
三
百
号
に
な
る
。

×

×

 

「
ハ
ン
カ
チ
形
の
海
の
思
い

出
」
は
九
百
八
十
円
、
「
と
り
も
ど

せ
ほ
ぐ
た
ち
の

海
」
は
八
百
八
十

円。

平
潟
を
見
つ
め
る
森
田
三
郎
さ
ん

川
習
志
野
市
秋
障
の
谷
海
干
潟
で
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「
ハ
ン
カ
チ
形
i
」
の
作
者
森
さ

ん
は
富
津
市
の
出
身
で
、
第
幻
回
融

鎖
社
児
怠
文
学
新
人
貨
を
受
賞
し
た

気
鋭
。
か
ね
て
か
ら
故
郷
平
梨
の
自

然
の
変
わ
り
ょ
う
を
自
に
し
、
自
熱

保
殺
に
つ
い
て
曾
く
べ
き
テ
l
マ
を

探
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
ん
な
時
、

朝
日
新
聞
の
話
人
国
記
」
で
森
田

さ
ん
の
記
事
が
自
に
止
ま
っ
た
。
た

だ
ち
に
森
田
さ
ん
に
連
絡
し
て
会

ぃ
、
森
田
さ
ん
の
出
し
て
い
る
新
聞

，

そ
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み
、
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も
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E
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想

そ

臨
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四

一

一

四
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翠
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固
め
た
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語

F
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S
B
E
E
S
E
E
S
S
E
E
E
E
B
E
B
E
E
S
S
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は
、
あ
る
秋
の
目
、
平
潟
の
近
く
に
つ

引
っ
越
し
て
来
た
少
女
エ
リ
カ
を
主
一

人
公
に
、
干
潟
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
一

’

た
め
に
一
人
で
努
力
し
続
け
る
草
野
一

青
年
、
そ
の
周
り
の
人
々
、
エ
リ
カ
一

の
家
族
た
ち
の
織
り
な
す
ド
ラ
マ
。
一

森
田
さ
ん
の
真
情
は
草
野
青
年
に
託

．一

さ
れ
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女
性
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し
い
繊
細
な
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一
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新
v

下
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』
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衣
℃
話
l
L
ム
匂
り
す
だ
」
だ
れ
ま
し

た
。
と
て
在
、
心
、
官
K
く
会
フ

7
－頂守

ま
L
tハ
。
本
側
は
、
一
二
卜
一
文
一
七
宮
下

一
／
八
。
係
業
同
体
制
は
、
野
鳥
句
会

本
均
り
か
ゲ
、
川
崎
理
事
。
一
県
支
祈
み

に
ノ
は
あ
格
訟
↓
大
支
抑
長
、
た
府
英
雄
－

幹士苧
P

惨
寿
一冴
ゆ
ヘ
冷
へ
か
一
う
は
一森
田
の

1
1
1
1
1
1

、
ム
ダ
計
四
人
寸
す
。
前
人
川
守
に
も
小
り
〈
人
で
リ
く
ミ

，1
2禿
更
か
一

ム
借
り
ま
し
た
。
詳
犯
は
後
ほ
ど
志
知
ゲ
寸
致
L
ま
す
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又
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に

ノ
／
；
町
小
久
hhmす
八
川
航
什
白
糸
、 e

－
P

・E・－hF
，‘4

・
3

・司e－
P

・E・
3

．，
ζ

・’
－

メ

、，
へ

z 

-~t:.·< 

日
開
件
同
旧
同
ド

mM比
い
島
一門
附
問
州
門
間

フ
て
い
れ
ハ
／
与
ー
ト
サ

7
．

ー
引
川
川
引
川
川
什
一
川
刑
川
引
ゴ
ハ
川
ハ
ピ
ン
パ
川
副
ー

バ
州
刈
州
制
引
刈
河
寸
刻
ぺ
川
村
刈
1
1つ

仰
や
い
附
凶
仇
い
い
ド
ド
μ
除
い
れ
り
じ
ゃ
N
M
MMr

’
杯
争
J

まハ
J
し
寸

1
・

5

1

除
阿
見
山
区
山
門
院
M
防
除
m

M
い
V
K

陶
片
山
川
院
院
除
片
岡
阿
い
悼
W
Mド
同
M
いいい

い
岡
山
十
階
川
医
仰
い
除
K
陥
一
防
怖
い
凡

pw附
W
K！

？、
E
K
登
げ
た
り
、
応
、
激
し
た
h／

L

て
ト
ハ
り
i
す

｜
桝
円
治
杯

r
h
N
h
rけ
い
比
川
じ
民
い
怖
爪
川
医
汁

凡
J
ih
－
－
矢
印
内

F
庭
＼
て
あ
ー
っ
、

7
か
と
向
し
、
ま
す
！

｜
樹
明
一
f
崎
判
削
利
引
刻
刻
測
調
副
U
引
っ
川
川

会
心
的
K
M
B
J
m
v
J
y
h
L
、
ま
す
ん

h

習
心
肝
伊
丹
氏
け
近
時
計
ぷ
巾
l
f
い
頁
つ
凡
い
』
久
凡
レ

ペ
W

も
し
尚
司
て
十
わ
り
1
1
d
l
o／

一

川
間
附
阿
川
凶
川
明
利
川
件
引
州
川
口
州
川
叶
叶
阿
川

し
い
防
川
は
附
い
｜

爪
恥
い
悼

riv－－
M
月

t

川
問
問
昨
レ
山
保
防
防
M

険
附

公
ム
ム
千
仔

f
y

系
列
λ
～
角
桁
敏
久
良
／

lー

索
引
委
ゑ
区
内
白一
み
f
p戸
I

d
J
J
f
L
J刻

一刻叫

手前のアpイ号、 I）、 54-前オ:51下フてきました。
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H
H
d
A
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「
混
歩

干潟の一角に路上公園が・・

秋
津
5
丁
目
と
い
っ
て
も
、
住
宅
は

秋
津
産
婦
人
科
が

一
軒
あ
る
だ
け
で
す

が
、
写
真
の
よ
う
な
路
上
公
園
が
で
き

士
g
l」
h

～。
人
通
り
の
少
な
い
殺
風
景
な
こ
ん
な

場
所
に
と
い
っ
た
感
じ
も
あ
り
ま
す
が

い
ろ
い
ろ
期
待
も
で
き
そ
う
で
す
。
写

真
左
側
の
分
離
帯
に
は
木
が
植
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
左
側
に
谷
滋
干
潟
の
生
命

路
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、

や
が
て
き
れ

い
な
海
水
と
と
も
に
魚
の
大
群
が
登
つ

で
く
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
が

県
企
業
庁
を
現
地
案
内
し
、
「
こ
の
コ
ミ

の
山
を
ど
か
し
、
き
れ
い
に
し
て
、
木

を
植
え
て
欲
し
い
」
と
交
渉
じ
で
で
き

た
そ
う
で
す
。

内
／
一Z

Y

3
マ
ケ
伏
走

千
潟
市
＼
毎
日
足
ノラ
れ

3
光
景
で

す
e

寸のぞ
γ－〈、
ベ寸
ゴ
ず
ニ
Y
」
リ
コ

ハ
サ
ミ
左
上
下
に
採
っ
て
体
操

L
て
り

3
1体協例制つ一一
L

る
人
で
し

ょ
う
。
子
供
達
の
り
ゴ
稲
川
マ
、

に
体
操
ek
T
U
3
の
で
す
。

(. 

面
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大
口
浮
一
、
ふ
芳
一
一
一
戸
耐
性
別
会

0

1

－

一γ
J白
川町
一特
許
制
一同
一1
1

1

文
責

d
j
円
門
｜
一川町店川一

司
j
um

謀
議
区
お
市
八
ヘ
、
そ
の
廠
い
っ
き
込
め
7
、

宋
内
板

J

か
こ
つ
、
げ
夜
開
板
す
一
フ
、

、
そ
ー
に
マ
殺
の
一
帯
叔
グ
ニ
フ
の
、
会

計
五
枚
の
↓
看
板
か
色
然
線
対
に
立
づ
し

いヘノ
れ
ま
L
た。

ヲ
た
γ
～
の
こ
と
で
す
。

A

つ
の
必
建
干
潟
に
は
、

岬
雌
回
と
さ
4
A
A
叫ぽ、

谷
津
干
潟
に
来
マ
d

ノ
〈
遠
の
為
に
ふ
作

JE
八一に
か
く
世
の
観

ウ
あ
リ
ま
す
。
ー
草
の
校
一

L
仏
引
い
小
一
フ
、
J

テ
グ
ア
ヨ
私
一

A
U

、
日
ご
γ
」
に
そ
の
反
果
一

左
現
わ
し
づ
っ
す
ま
す
。
一

γ
」は、

ょ
う
ご
ぞ
、
野
良
の
王
国

へ／’

千
葉
県
支
く
一
都
ー
で
は
現
在
、

日
嘩

日
ご
γ
）に、可巴い
へ
の
南
東
内
の
為
、

ポ
夕
、
J

一
プ
バ
つ
づ
グ
ル
ー
プ
の
併がふ

か
え
め
う
爪
－
て
り
3
〉」こ↓今
、
で
す

志
村
ぺ
イ
ム
タ
l
、
大
り
に

汐

口
芝
、
／ベ
寸
れ
／

ん
ば
っ
マ
り
ま
す
。

ぺ、
J

↑庁、左
L
T」

人
に
ぶ
れ
ば
よ
沿
っ

た
の
に
り

。

フいヘノ委、り
ノ左
L
マ
、
一
雨
風
玖
く

1
1＼

7
L
U
3
の
マ
才、
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ツノミゾ3ヒのメゲカ
千潟の詩｜

ψ

来
ブ
く
a

ハ
ノ
の
vAJ
めい
b
定
例

時
人
ぷ
は
、

タぃ
h

ノ
ヂ
ふ
り
と
児
『
フ
汁
亡
、

主人は、

v
N
J〈ノか
l
巣
て
づ
く

3
る
に
、

メ
ゲ
カ
め

町
h
い／而
コ
て
令
人
マ
い
リ
く
ぞ
か
白
回
見
y
k
ま
l
L
t

～。

よ
／
「
色
ま
友
，
，
、

こ
人
＋
／
荒
て
技
し
ゃ
パ
一色
白の工
、丸処

t
u
N
L

て
し
ま
り
ま
し
た
。

み
え
、

匁
今
、
〉
、
い
「
口
て
星
人
で
り
ま
し
た
。
次
々
、
y
u
町，

業
て
つ
く
フ
落
で
お
ぶ2

土
は
、

U
ぷ
リ
ん
で
す
す

h

フ命。
aA
ケ
均
八
、

メ
か
γ
カ
カ
の
結
十
一

で
つ
く
Q
ノ
ホ
六
位
果
の
平
に
は
、
み
わ
ハ
リ
ヒ
プ
沙
、

A
V
り
仰
り
ぶ
り
マ

U
7
T
L
J
フ。

て、

の
～
パ
フ
チ
h
h
ノ

γ
川
ハ
メ
た
す
ず
僻
ん
で
釆
7
k
、
浩
之
市
／
」

少
え
ず
つ
、
W
L
－
フ
、
く
す
ぽ
ー
に
に
く
わ
え
マ
、

L、
分

伊恕｝＼

コ
ア
ジ
サ
シ
の

ぼ
く
の
故
郷
埋
立
地

い
つ
の
こ
と
や
ら
忘
れ
た
が

夕
立
去
っ
て
す
が
す
が
し
い

貝
殻
山
に
虹
が
立
つ

近
く
の
水
辺
で
シ
ギ
チ
ド
リ

餌
を
漁
っ
て
水
遊
び

水
草
茂
れ
る
水
面
に
で

行
き
交
う
カ
モ
・
サ
ギ
ゆ
れ
映
る

そ
ん
な
或
る
日
の
昼
下
が
り

照
り
つ
く
目
ざ
し
さ
ん
さ
ん
と

入
道
雲
の
そ
の
下
に

母
さ
ん
コ
ア
ジ
飛
ん
で
き
て

か
げ
ろ
う
ゆ
ら
め
く
砂
の
上

卵
の
ぼ
く
を
生
み
ま
し
た

す
り
ば
ち
型
の
巣
の
中
は

砂
の
ふ
と
ん
に
員
ま
く
ら

兄
さ
ん
妹
こ
の
ぼ
く
は

畳
は
太
陽
夜
は
母
さ
ん

日
暮
の
空
に
天
の
河

鳥
の
さ
え
ず
り
か
ま
び
す
し
い

街
の
明
か
り
が
チ
ラ
チ
ラ
と

寄
せ
る
波
間
に
う
つ
り
ま
す

母
さ
ん
聞
か
せ
て
遠
浅
の

広
い
干
潟
の
も
の
が
た
り

思
い
た
た
ず
み
母
さ
ん
が
1

つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
い
ま
し
た

「
七
尺
下
の
こ
の
あ
た
り

わ
た
し
の
仲
間
が
す
ん
で
い
た

体
操
ガ
ニ
の
大
群
と

赤
銅
色
の
子
供
た
ち

う
み
ほ
う
ず
き
に
シ
ャ
コ
や
カ
ニ

い
そ
ぎ
ん
ち
ゃ
く
に
ニ
シ
ボ
ッ
コ

は
ま
ぐ
り
あ
さ
り
幾
億
万

生
き
た
ま
ま
に
で
葬
ら
る

呼
ん
で
も
み
た
の
さ
恋
し
く
て

憶
い
出
す
の
さ
会
い
た
く
て
」

そ
こ
ま
で
話
し
た
母
さ
ん
の

目
に
は
涙
が
光
っ
て
た

夢
う
つ
つ
の
ぼ
く
た
ち
は

ま
ん
じ
り
と
も
せ
ず
聞
い
た
つ
け

或
る
日
悪
い
人
が
来
て

め
ず
ら
し
そ
う
に
巣
を
い
じ
り

卯
の
兄
さ
ん
持
っ
て

っ
た

気
も
狂
わ
ん
ば
か
り
に
母
さ
ん
が

叫
び
わ
め
い
て
急
旋
回

返
し
て
返
し
て
兄
さ
ん
を
／

ぼ
く
ら
が
一
体
何
を
し
た

そ
れ
で
も
空
し
く
そ
の
人
は

向
こ
う
で
人
に
見
せ
て
い
た

後
に
残
っ
た
ぼ
く
た
ち
は

心
で
別
れ
を
つ
げ
た
つ
け

そ
れ
か
ら
三
日
後
ヒ
ナ
に
な
り

お
い
し
い
小
魚
た
べ
ま
し
た

ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
ぼ
く
た
ち
は

・．
人
影
見
れ
ば
じ
っ
と
し
て

保
護
色
使
っ
て
身
を
隠
す

も
う
じ
き
飛
べ
る
そ
ん
な
時

突
然
ブ
ル
の
音
が
し
て

ぼ
く
と
母
さ
ん
逃
げ
た
け
ど

お
う
ち
と
妹
粉
み
じ
ん

悲
し
む
間
も
な
く
次
々
と

七
百
近
く
の
仲
間
ら
が

同
じ
運
命
遇
っ
た
の
さ

土
く
れ
ツ
メ
跡
痛
々
し
い

又

森

田

郎

涙
な
が
ら
に
捜
し
た
さ

さ
か
ま
く
砂
じ
ん
に
滝
の
雨

寒
さ
空
腹
な
ん
の
そ
の

い
ろ
ん
な
思
い
出
あ
と
に
し
て

よ
う
よ
う
大
人
に
な
り
ま
し
た

「
聞
い
て
下
さ
い
世
の
人
よ
／

う
ら
み
つ
ら
み
の
訴
え
を

心
に
情
け
が
あ
る
の
な
ら

か
け
て
下
さ
い
憐
れ
み
を
／

追
わ
れ
追
わ
れ
て
ぼ
く
た
ち
が

辿
り
つ
い
て
の
埋
立
地

こ
こ
が
最
後
の
す
み
か
で
す
／
」

胸

一
杯
に
潮
風
を

ス
ー
と
吸
っ
て
は
ば
た
け
ば

飛
ん
だ
ぞ
コ
ロ
ニ

ー
足
の
下

員
殻
山
が
光
っ
て
る

真
夏
の
空
に
高
々
と

夕
陽
と
雲
を
背
に
う
け
て

ト
ン
ボ
返
り
に
気
は
踊
る

頭
を
め
ぐ
ら
し
巣
を
見
や
り

兄
さ
ん
妹
さ
よ
う
な
ら

思
え
ば
一涙
が
出
て
来
ま
し
ょ
う

ゆ
く
ぞ
／
波
濡
万
里
の
そ
の
向
こ
う

南
十
字
を
見
る
と
い
う

遥
か
旅
路
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
／

ど
う
か
日
本
の
み
会
さ
ん
よ

来
年
ぼ
く
ら
が
来
た
と
き
に

守
っ
て
下
さ
い
／「

貝
殻
山
」

残
し
て
下
さ
い
／「

小
さ
な
自
然
」

創
っ
て
下
さ
い
／「サ

ン
ク
チ
ユ
ア
リ」

於茜j兵コアジサシ繁殖踏査より

アd

だ」

川

γ
れ
ハ
メ
に
し
た
つ

防
の
官
l
h

11 

入
門
ア
々
人
／

八
手
ぷ
町
－
－

へ
」
の
持
か
伴
ゲ
れ
ま

－＼た。

陪
対
主
十
牟
で

すノ＠ぞ

3 今宮1

の疋2

!! ~す
芹一？

の
煙
室
央

や
忍
若
、

y
lて
茜
渓

に
、
企
図
一
で
最
大
規
模

め
ユ
口
一
一

l
（
〈
集
団
常

業沖｝
U

品

N
Zり
ま
し
た
。

ミ
の
詩
は
、

muん

と
夏
雲
、
潮
風
ゼ
サ
－
J
i
o

い
r
パ
イ
プ
、
州
州
核
γ）
首
寸

及
ず
に
ノ
主
ま
ホ
ま
し
た
。




